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スマートフォンアプリを利用した 
コンクリート品質管理システム

森　浜　哲　志

東北地方整備局管内の施工現場において，施工状況把握チェックシートおよび表層目視評価シートが活
用されている。これらのシートは，コンクリート施工時および型枠取外し後におけるコンクリートに関す
る情報共有を容易にし，コンクリート施工の PDCAサイクルを回すことによって，コンクリートの品質
向上に寄与するものである。今回，シートの入力をスマートフォン端末上で行い，入力したデータをサー
バー上で一括管理するコンクリート品質管理システムを開発し，システムを現場に導入したことによって，
コンクリートの品質向上を確認することができた。
そこで，本稿では，開発したコンクリート品質管理システムの概要および現場導入による効果について
述べる。
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1．はじめに

近年，東北地方整備局管内の施工現場において，施
工状況把握チェックシートおよび表層目視評価シート
が活用されている。これらのシートを用いることで，
コンクリートの打込み準備から養生までにおけるコン
クリート施工時の状況および型枠取外し直後における
コンクリート表層部の不具合発生状況を関係者間で情
報共有することが容易となる。さらに，コンクリート
表層部に不具合が確認された場合は，発生原因の推定
を行い，コンクリート施工に関する計画，方法および
留意点等を確認し，次回以降のコンクリート施工に反
映する PDCAサイクルを回すことによって，コンク
リートの品質向上に寄与するものである。
そこで，筆者らは上述した施工状況把握チェック

シートおよび表層目視評価シートのデータ作成および
情報共有をより効率的に行うことを目的として，シー
トの入力をスマートフォン端末上で行い，入力した
データをサーバー上で一括管理するコンクリート品質
管理システムを開発した。
本稿では，開発したコンクリート品質管理システム

の概要および現場導入による効果について述べる。

2．コンクリート品質管理システムの概要

（1）従来の方法との違い
従来，施工状況把握チェックシートおよび表層目視
評価シートは紙で運用されていた。紙を用いてチェッ
ク作業を行う場合，シートを印刷し，現場で記入，事
務所に戻った後，表計算ソフト等の書式に入力あるい
は紙をスキャンするといった作業が必要であった。こ
れらの作業は，効率が悪く生産性を低下させる原因と
なる。
本システムは，施工状況把握チェックシートの
チェックおよび表層目視評価シートの評価点入力をス
マートフォン端末上のアプリで行い，入力されたデー
タをサーバーにアップロードすることで作業が完了す
ることから，作業の省力化や効率化を図ることが可能
である。

（2）システムの特徴
本システムの特徴としては，「①マルチプラット
フォームアプリを採用」，「②クラウドサーバーによる
運用」，「③データ改変不可」が挙げられる。各特徴に
おける詳細を以下に示す。
①�シートの入力作業を行うアプリは，スマートフォ
ンおよびタブレット端末で利用可能なマルチプ
ラットフォームアプリであり，現場状況に応じて
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最適な環境（端末）での活用が可能である。
②�アップロードされたデータの保管はクラウドサー
バーを利用していることから，スマートフォンへ
アプリをダウンロードすることで新規工事への導
入が行える。

③�アップロードされたデータはサーバー上で一括管
理されるため，データを改変することができない
システムとなっている。

（3）運用イメージ
本システムの運用イメージを図─ 1に示す。
本システムを運用するにあたっては，PC等のWeb

接続できる機器およびスマートフォンやタブレット等
のモバイル端末を用いる。
はじめに，本システムの準備として，施工状況把握
チェックシートのチェック項目および表層目視評価
シートの評価項目を登録し，登録されたデータをス
マートフォン端末へダウンロードする作業が必要とな
る。これらの作業を行えば，作業箇所へはスマートフォ
ン端末 1台を持って行くことによりシートの作成が可
能となる。作業箇所では完全オフライン環境でスマー
トフォン端末を使用することが可能であり，事務所に
戻ってからオンライン環境でデータをサーバー上に
アップロードするといったことを行うことも可能であ

図─ 1　運用イメージ

（施工状況チェック項目登録）

（目視評価項目の登録）

図─ 2　Web 画面一例
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る。アップロードされたデータは，事務所等の PCか
らクラウドサーバーへ接続することにより，確認およ
び出力が可能である。
Web 画面の一例を図─ 2に，アプリ画面の一例を

図─ 3に示す。

（4）施工状況把握チェックシート
施工状況把握チェックシートは，コンクリート標準
示方書【施工編】に記載されているコンクリート施工
時における基本事項をチェック項目としてまとめた
シートであり，施工時における基本事項の遵守を促
し，均質かつ密実で一体性のあるコンクリート構造物
となるよう活用するものとなっている 1），2）。

図─ 3　アプリ画面一例

（スタート画面） （施工状況チェック画面） （表層目視評価画面）

図─ 4　施工状況把握チェックシート出力例
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本システムでは，コンクリート打込み準備から養生
までの各段階（準備，運搬，打込み，締固め，仕上げ，
養生）における基本事項（チェック項目）を構造物ご
とに作成し，基本事項以外に創意工夫および技術提案
等により必要となったチェック項目については，特記
事項の欄に記載することを可能としている。
施工状況把握チェックシートの出力例を図─ 4に
示す。

（5）表層目視評価シート
表層目視評価シートは，型枠取外し後のコンクリー

ト表層部の出来映えを目視で評価するものであり，こ
れまでは数値で評価されなかった表層の出来映えをよ

り定量的に評価することで，施工方法の妥当性の検証
や，施工方法改善のための PDCAサイクルに活用す
るものである 1），2）。
本システムでは，①剥離，②表面気泡，③水はしり・
砂すじ，④色むら・打重ね線，⑤施工目地不良，⑥検
査窓枠段差，⑦ひび割れ・亀裂，⑧沈みひび割れ，⑨
型枠継目のノロ漏れ，⑩豆板の 10 項目を目視評価の
対象とした。これらの 10 項目は，目視評価を行う構
造物ごとに評価対象とする不具合を選択するものとし
ているため，トンネルや橋脚等，構造物を問わず使用
することが可能である。
表層目視の評価方法は，参考文献 1），2）に記載され
ている方法を採用しており，不具合がなければ 4点満

表─ 1　目視評価点の基準

No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

項目 剥離 表面気泡 水はしり・
砂すじ

色むら・
打重ね線

施工目地
不良

検査窓枠
段差

ひび割れ・
亀裂

沈み
ひび割れ

型枠継目
ノロ漏れ 豆板

評
価
点

4 無し
概ね 5 mm
以下

50個以下/m2
無し ほぼ無し ほぼ無し 無し 無し 無し ほぼ無し 無し

3
50 cm四方
程度の
大きさ

概ね 5mm
以下

50個以上/m2
全体の
1/10 程度

全体の
1/10 程度

全体の
1/10 程度

1箇所
程度

幅 0.2 mm
以下のみ

幅 0.2 mm
以下のみ

全体の
1/10 程度

深さ1～
3 cm程度

2 1 m2 程度の
大きさ

概ね 10 mm
以下

50個以上/m2
全体の
1/3 程度

全体の
半分程度

全体の
1/3 程度

2，3箇所
程度

幅 0.3 ～
0.4 mm
程度

幅 0.3 ～
0.4 mm
程度

全体の
1/3 程度

深さ3～
10 cm程度

1 2点の状態
以上に広範囲

2点の状態
より劣る

2点の状態
以上に広範囲

2点の状態
以上に広範囲

2点の状態
以上に広範囲

3箇所を
超える

幅 0.5 mm
以上

幅 0.5 mm
以上

2点の状態
以上に広範囲

深さ10 cm
以上

図─ 5　表層目視評価シート出力例
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点とし，不具合の状態に応じて 0.5 点刻みで減点して
いくものとした。
本システムで採用している評価点の基準を表─ 1に
示す。
また，表層目視評価シートの出力例を図─5に示す。

3．現場導入による効果

本システムは，現在，施工現場へ導入し運用を行っ
ている。トンネル施工現場において，目視評価を行っ
た結果の一例を図─ 6に示す。
結果より，「表面気泡」と「水はしり・砂すじ」の

どちらにおいても，施工後半のブロックになるにつれ
て評価点が上がってきており，コンクリート表層の出
来栄えが改善していることが確認できる。
このことから，コンクリートに点数付けを行うと

いった定量的評価を行うことによって，不具合が発生
した場合のその後の改善度合いを知ることが容易とな
る。
さらに，点数というわかりやすい指標としたことに

よって，美観が向上したコンクリートにする（良い点
数にする）といった現場職員や作業員の意識を向上さ
せることにもつながる。

4．おわりに

本稿では，東北地方整備局管内の施工現場において
活用されているシートをベースとして開発したコンク
リート品質管理システムの概要および現場導入による
効果について紹介した。
実際に施工現場へ導入し運用した結果，本システム
の有効性やさらなるシステムの改良点が見えてきた。
コンクリート施工における表層の不具合を防止し，コ
ンクリートの品質向上につながるよう，また，本シス
テムをより有効に活用できるようシステムの改良を進
めていく予定である。
�
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図─ 6　目視評価結果の一例

（表面気泡） （水はしり・砂すじ）




